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４．優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

○施設・設備

・防災に関する教育・研究に資するために新たに「インフラ総合防災実験棟」及び「総合的河川流

実験棟」を新営した（H25年度）。

・大地震時に落下の危険性のある非構造部材（天井等）を耐震化する工事を実施した（H26年度：

武道場・体育館）。

・学生寮の生活環境向上のため、C寮改修（H25年度）及び寮食堂改修（H26年度）を行った。

・短期留学生の受入れ体制向上のため、国際交流プラザを整備した（H26年度）。

・アクティブラーニングの環境整備のために協同学習センターを整備した（H26年度）。

○財務

・予算配分方針・配分額案そして追加配分額案については、企画会議・運営会議での議を経て校長

が最終決定する仕組みになっており、科内会議・イントラ等で教職員にも明示され、計画的に執

行されている。

○管理運営

・副校長（組織改革担当）を新たに置き、改組等本校の将来構想を検討していく体制を整えた。

・平成25年に明石高専HPの刷新を行い、迅速な情報提供に努めている。

（改善を要する点） 

○施設・設備

・本館・電気都市棟及び機械建築棟の増築を伴う大改修から15～17年が経過し、外壁等の劣化に伴

う大雨時の漏水も起こっている。屋上防水を含めたこれらの改修整備を年次計画で実施していく

必要がある。

・校内道路の舗装が劣化し、凹凸状の路面が多く見られる。敷設後20年以上が経過した給排水・ガ

ス・電力等のインフラと併せて改修整備する必要がある。

○財務

・近隣の企業や自治体との更なる連携を図り、受託研究、共同研究などの外部資金獲得に努め

るとともに、科学研究費補助金等の獲得のための取組を積極的に行う必要がある。

・単年度においては計画的に予算が執行されているが、建物、設備等の老朽化に対応するため、中、

長期的な予算の計画を立てる必要がある。

○管理運営

・校務合理化を進めていくために運営組織の見直しを行う必要がある。

あ と が き

 本校の自己点検・評価に関する報告書は、過去４度（平成６年、１１年、１８年、２３

年のそれぞれ３月）「明石工業高等専門学校の現状と課題」と題して発行されてきた。この

度の報告書は、平成２３年から平成２７年までの５年間について点検と評価をおこなった

ものである。これまで発行されてきた報告書との対比が容易にできるように様式を整えて

まとめた。

 平成１８年度より、各年度において有識者懇談会を外部評価委員会と位置づけ、各年度

開催しているが、平成２３年度以降も同様の開催を継続し、直近の開催においては特に本

校が今後育成していくべき人材像をテーマにしてきた。この５年間の学校の方向性は育成

してくべき人材像と大きく関連しており、平成２４年度に大学間連携共同教育推進事業と

して防災技能を有した技術者教育、平成２６年度に大学教育再生加速プログラムのアクテ

ィブ・ラーニングがスタートし、同じく平成２６年度に国立高専機構からグローバル高専

モデル校の選定を受けた。各事業の推進により学校が活性化し、教育改善が進んでいくこ

とが期待される。

 学校を取り巻く環境の変化に応じた取り組みは今後も継続されるべきであり、その基礎

となる学生の基本的教育はそれ以上に重要な位置づけとなっていくものと考えられる。し

たがって、本報告でまとめられている地道な活動に対する改善の積み重ねが次の機会に評

価されるよう取り組んでいかなければならない。

最後に本報告書の作成にあたり各章の担当の皆様と関係教職員に厚くお礼申し上げます。 

明石工業高等専門学校将来計画・自己点検等委員会

自己点検・評価報告書作成ワーキンググループ
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